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（保健・福祉・市民） 

 

 

 

 
 

 
 
 



地
域
福
祉
課

  民生委員・児童委員活動を推進し、社会福祉の増進に努める。

・委員報酬額、配置基準の相違。
・市（町）主催の研修の開催場所、回数の調整。
・県社協への委託金、互助共励事業補助金の調整。

区　　　　分

会 長

地区会長または副会長

一 般 委 員

会 長

課名 事務事業名 内　　　　　容

民生（児童）
嘱託員経費

事業概要

検討を要す
る事項等

区　　　　分

民生（児童）嘱託員報酬比較

事業比較

津久井町

１人

110,300円

相模原市

城山町

104,000円  98,800円

民生（児童）嘱託員数比較表

相模原市

125,900円

85,800円

津久井町 相模湖町

 94,300円

  91,300円

藤野町

91,900円

87,800円

  88,300円 92,600円

 98,700円

 92,600円

1人 1人

102,800円

100,800円

城山町

地区会長または副会長 17人 2人 2人

一 般 委 員 656人 41人 52人 27人 28人

藤野町相模湖町

1人 1人

1人 1人
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課名 事務事業名 内　　　　　容

運用方法等

貸付信託、公共
債等で運用。
（但し、貸付信
託は満期になり
次第解約し、公
共債購入に充て
てている。）
利子は市社協補
助金に充当。

定期預金でのみ
運用、利子は町
社協補助金に充
当。

定期預金でのみ
運用、民生費福
祉事業全般に投
入。

地
域
福
祉
課

社会福祉基金
積立金

事業概要
　住民等から寄せられた寄附金及び一般財源を基金に積立て、住民と行政により基金を充実し、地域での福祉
活動の活発化を図る。

事業比較

社会福祉基金運用事業補助金制度の比較表
区　　　　分 相模原市 相模湖町 藤野町

有 有
城山町 津久井町

無 無

ー ー

制 度 の 有 無 有

基 金 総 額 1,037,269,919円 229,968,340円 784,000円

ー ー

検討を要す
る事項等

・運用方法、運用事業等の調整。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

　

市民福祉の集い開催費の比較

　

　

該当なし 該当なし

地
域
福
祉
課

市民福祉の集
い開催費

事業概要
　住民の連携と参加による「心のふれあう福祉の輪づくり」を推進するため福祉月間事業の一つとして「福祉
の集い」を開催する。

事業比較

区　　　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

事務事業名
市民福祉の集い開催
費

社会福祉大会開催事
業費

町社会福祉大会開催
事業

内　　容

【第１部】
表彰式－社会福祉功
労者、福祉ポス
ター、作文入賞者
【第２部】
福祉のまちづくり講
演会

【第１部】
表彰式－社会福祉功
労者
【第２部】
福祉のまちづくり講
演会

【第１部】
表彰式－社会福祉功
労者
【第２部】
ふれあいコンサート

目　　的

　市民の連携と参加
による「心のふれあ
う福祉の輪づくり」
を推進するため福祉
月間事業の一つとし
て「市民福祉の集
い」を開催する。

　町内福祉関係者の
研修の場として開催
する。

　社会福祉に対する
貢献・実績等の集大
成として大会を開催
することにより、社
会福祉に対する意識
の高揚及び普及に努
める。

その他

今後、市社協が主催
で開催している社会
福祉大会との統合を
検討していく予定。

町社協と共催で開
催。

町社協と共催で開
催。

検討を要す
る事項等 ・開催の目的・内容等の相違。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

　 　

ねたきり高齢者等紙おむつ支給経費の比較

　

　

　 　

地
域
福
祉
課

　ねたきり高
齢者等紙おむ
つ支給経費

事業概要
　低所得世帯の在宅ねたきり高齢者（６０歳以上）、心身障害児（者）等の病苦及び介護者の労苦を軽減する
ため、紙おむつの支給を行う。

事業比較

区　　　　分 相模原市 城山町 藤野町

対象者

　在宅のねたきり高
齢者、心身障害児
（者）でその者の属
する世帯の生計中心
者が市民税非課税若
しくは均等割のみ課
税である者

○概ね６５歳以上の
ねたきり老人又は痴
呆性老人で常時紙お
むつを必要と見ため
られる者
○身体障害者手帳ま
たは療育手帳の交付
を受けている者で、
在宅で常時紙おむつ
を必要と
認める者

　在宅のねたきり高
齢者、痴呆性高齢者
及び重度障害児者で
紙おむつの必要が認
められる者

　在宅のねたきり高
齢者等で要介護４及
び５の者を介護して
いる世帯の生計中心
者が町民税非課税若
しくは均等割のみ課
税である者

　町内在住で在宅療
養している介護度1
～5の者

○紙おむつ年１２回
（１月９０枚限度に
て業者による宅配
（委託））
○防水シーツ年２枚
（紙おむつ支給者対
象者）

津久井町 相模湖町

業者による宅配（委
託）年３回（６・１
０・２月）

○現金給付
○１人につき、購入
費の2分の1を支給。
ただし、年間限度額
50,000円

おむつ種類 １５種類 －
１３種類及び防水
シーツ

４種類 －

支給方法

業者による宅配（委
託）
○年６回（２ヶ月ご
と、奇数月）
○年２回（６ヶ月ご
と、５月と１１月）
のいずれかを選択

○所得税非課税：購
入費の全額。ただ
し、月額1万円を限
度
○所得税14万円以
下：購入費2分の1。
ただし、月額5千円
限度

検討を要す
る事項等

・支給対象者や所得制限の有無等の調整。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

　 　

被災者見舞金の比較

　

　

　 　

地
域
福
祉
課

被災者見舞金

事業概要
　災害救助法及び市災害弔慰金の支給等に関する条例の適用を受けない火災、風水害、地震等の災害による被
災者又は遺族に対して支給し、援護を図る。

事業比較

区　　　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

物的被害

○住宅の全焼、全
壊、流失
・１人世帯：20,000
円
・２人以上世帯：
50,000円
○住宅の半焼、半壊
・１人世帯：10,000
円
・２人以上世帯：
20,000円
○住宅の床上浸水
・１人世帯：5,000
円
・２人以上世帯：
20,000円

○住宅の全焼、全
壊、流失
・70,000円

○住宅の半焼、半壊
・35,000円

○住宅の全焼、全
壊、流失
・１住宅：70,000円

○住宅の半焼、半壊
・１住宅：35,000円

○住宅の床上浸水
・１住宅：35,000円

○住宅の全焼、全壊
・70,000円

○住宅の半焼、半壊
・35,000円

○住宅の全焼、全壊
・一世帯：100,000
円

○住宅の半焼、半壊
・一世帯：50,000円

○死亡：35,000円 ○死亡：100,000円

検討を要す
る事項等

・支給対象となる被害・支給額の相違。

人的被害

○死亡：100,000円
○重傷：30,000円
○軽傷：10,000円

○死亡：100,000円
○重傷：30,000円
(10日以上の入院）

○死亡
・18歳未満：70,000
円
・18歳以上：90,000
円
○負傷：10日以上入
院の場合2,000円／
日（50,000円限度）
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課名 事務事業名 内　　　　　容

保障内容等の比較

　

　

地
域
福
祉
課

ボランティア
活動指導者等
災害保障保険
料

事業概要
　ボランティア活動を行う者が災害を負った場合に救済する制度で、住民が安心して活動できるようボラン
ティア活動の推進を側面から支援する。

事業比較

区　　　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

事務事業名
　ボランティア活動
指導者等災害保障保
険料

　津久井町ふれあい
活動保険

　全国町村会総合賠
償補償保険掛金

　全国町村会総合賠
償補償保険掛金

該当なし

【補償する対象】
○町が設置する学校
の管理下での活動
○町が主催する社会
体育活動、社会文化
活動、社会福祉活
動、社会奉仕活動
○町が主催する活
動・行事

保障内容

○損害賠償責任保険
（最高額）
・対人：１人１億､
１事故５億円
・対物：１事故
1,000万円（財
物）、１事故300万
円（保管物）
○傷害保険
・死亡：１人1,300
万円
・入院：１人5,000
円（180日限度）
・通院：１日3,000
円（90日限度）
・後遺障害：１人39
万円～1,300万円

○損害賠償責任保険
（最高額）
・対人：1人1億円、
1事故5億円
・対物：1事故500万
円
・保管物：1事故500
万円
（免責額）
・対人、対物、保管
物5千円
○傷害保険
・死亡：1人1,300万
円
・後遺障害：1人
1,300万円～39万円
・入院：1日5,000円
（180日限度）
・通院：1日3,000円
（90日限度）
・手術補償：治療の
ため手術を受けたと
きは、手術の種類に
応じて定めた額

【給付額】
○死亡給付金：500
万円
○後遺障害給付金：
500万円から15万円
○医療保障給付金
（学校管理下の児
童・生徒は除く）：
入院日数により1万
円から15万円、通院
日数により1万円か
ら6万円

【給付額】
○死亡給付金：500
万円
○後遺障害給付金：
500万円から15万円
○医療保障給付金
（学校管理下の児
童・生徒は除く）：
入院日数により1万
円から15万円、通院
日数により1万円か
ら6万円

対象者

○ボランティア活動
を行う者
○市が主催する行事
における直接参加者
等
○人命救助をした者
○市内で発生した地
震等の天災の際に、
市民を援助するボラ
ンティア活動者

○指導者（団体の役
員、住民活動を行う
個人）
○住民団体の構成員
○住民団体及び個人
が行う活動に参加す
る町民
○町主催事業（住民
活動に類するもので
住民が無報酬で参
加）の参加者
など

【補償する対象】
○町が設置する学校
の管理下での活動
○町が主催する社会
体育活動、社会文化
活動、社会福祉活
動、社会奉仕活動
○町が主催する活
動・行事

検討を要す
る事項等

・対象者、保障内容の相違。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

慰霊祭開催経費の比較

　

　

在宅介護支援センター運営事業の比較

地
域
福
祉
課

　慰霊祭開催
経費

事業概要 　戦没者を合祀し、合祀者を弔慰するため慰霊祭を執り行う。

事業比較

区　　　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

主　　催 市 町 町 町遺族会 町・町遺族会

【15年度実績】
○慰霊祭：参列者数190
人（慰霊祭について
は、町遺族会が主催に
より各４地区において
実施）
○慰霊碑：220柱

（慰霊碑巡拝として毎
年３月に町・町遺族会
主催で実施。町内５箇
所参加者５０名）

検討を要す
る事項等

・実施方法等の調整。

実施内容

【15年度実績】
○納骨の儀：参列者数
60名
○合同慰霊祭：参列者
数380名
○現在合祀者数：2,148
柱

【14年度実績】
○戦没者追悼式（献花
方式）：参列者数93名
遺族45名

【14年度実績】
○戦没者慰霊祭：参列
者数126名
○現在合祀者数：475柱

保
健
福
祉
総
合
相
談
課

在宅介護支援
センター運営
事業（基幹
型）

事業概要
　地域型在宅介護支援センター間及び、市関係機関等における保健福祉に関する専門的な情報の交換などの連
携が円滑に行われるよう支援センターを包括する連絡支援体制をとる。

事業比較

区　　　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

沿　　　革

平成１２年４月保健
福祉総合相談課に基
幹型在宅介護支援セ
ンターを設置

（基幹型在宅介護支
援センター事業につ
いては、町社協に委
託）

（基幹型在宅介護支
援センター事業につ
いては、町社協に委
託）

　平成１２年４月健
康福祉課内に基幹
型・地域型在宅介護
支援センターを併設
にて設置。平成１４
年１０月１日より町
社会福祉協議会へ委
託。（地域型在宅介
護支援）

平成１２年４月に基
幹型在宅介護支援セ
ンターを設置（町社
会福祉協議会に委
託）

内　　　容

○介護予防・生活支援
の観点から、要介護と
なるおそれのある高齢
者に効果的な予防サー
ビスの総合調整や地域
ケアの総合調整のため
の地域ケア会議を開催
する。
○支援センターが把握
した要介護高齢者等の
心身の情報等を集約す
る。
○必要に応じ、在宅福
祉サービス利用情報等
を支援センターに提供
する。

○介護予防・生活支援
の観点から、要介護と
なるおそれのある高齢
者に効果的な予防サー
ビスの総合調整や地域
ケアの総合調整のため
の地域ケア会議を開催
する。
○支援センターが把握
した要介護高齢者等の
心身の情報などを集約
する。
○必要に応じ、在宅福
祉サービス利用情報等
を支援センターに提供
する。

○介護予防・生活支援
の観点から、要介護と
なるおそれのある高齢
者に効果的な予防サー
ビスの総合調整や地域
ケアの総合調整のため
の地域ケア会議を開催
する。
○支援センターが把握
した要介護高齢者等の
心身の情報などを集約
する。
○必要に応じ、在宅福
祉サービス利用情報等
を支援センターに提供
する。

○介護予防・生活支援
の観点から、要介護と
なるおそれのある高齢
者に効果的な予防サー
ビスの総合調整や地域
ケアの総合調整のため
の地域ケア会議を開催
する。
○支援センターが把握
した要介護高齢者等の
心身の情報などを集約
する。
○必要に応じ、在宅福
祉サービス利用情報等
を支援センターに提供
する。

○介護予防・生活支援
の観点から、要介護と
なるおそれのある高齢
者に効果的な予防サー
ビスの総合調整や地域
ケアの総合調整のため
の地域ケア会議を開催
する。
○支援センターが把握
した要介護高齢者等の
心身の情報などを集約
する。

検討を要す
る事項等

・基幹型在宅介護支援センターの運営方法の相違。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

検討を要す
る事項等

・診療所の場所、診療科目等の調整。
・医師の確保、地域の医師会との調整。

（社）相模原市医師会 　（社）津久井郡医師会

診療時間
午後8（7）時（休日は午後5時）～午後11時
（相模原、相模原南メディカルセンター）
午後7時～翌朝9時（有床医療機関）

午後7時～午後10時

地
域
医
療
課

夜間急病診療
事業

事業概要 　夜間における住民の急病に対する医療の確保を図るため、初期救急医療機関を確保する。

事業比較

区　分 相模原市 津久井郡広域行政組合

内　容
初期救急医療機関の確保
コール医療機関の確保

地
域
医
療
課

診療科目
相模原メディカルセンター　内科、外科
相模原南メディカルセンター　内科、外科、
眼科、耳鼻咽喉科

津久井郡急病診療所 内科、小児科
相模原南メディカルセンター　耳鼻咽喉科
（広域耳鼻咽喉科救急医療事業）

検討を要す
る事項等

・診療所の場所、診療科目等の調整。
・医師の確保、地域の医師会との調整。

補助金交付先等 （社）相模原市医師会 （社）津久井郡医師会、相模原市

診療時間休日急病医科
診療事業

事業概要 　休日における住民の急病に対する医療の確保を図るため、初期救急医療機関を確保する。

事業比較

区　分 相模原市 津久井郡広域行政組合

内　容
休日（日曜、祝祭日、年末年始）における初
期救急医療機関の確保

休日（日曜、祝祭日、年末年始）における救
急患者の診療、及び施設等の維持管理

午前9時～午後5時
午前8時45分～12時、12時45分～16時、19時～
22時

夜間急病一次応需医療機関の確保
コール医療機関の確保

委託契約
の相手方
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課名 事務事業名 内　　　　　容

※所得制限については、児童手当の特例給付に準拠

54,089円 47,352円

検討を要す
る事項等

・資格得喪や医療費支払いに関するシステムの相違。

医療給付費の一人あたりの支出額（１月） 53,571円 49,324円 50,299円

832,114千円 816,547千円

老人医療受給者数(月平均) 44,895人
医療給付費の支出額 28,860,803千円 1,132,287千円 1,844,600千円 

1,913人　 3,056人　

藤野町

老人医療受給対
象者の要件

○次のいずれかに該当する保険加入者で、本市・町に居住地を有する者
　①75歳以上の者（平成14年9月30日現在70歳以上の者も対象とする）
　②65～74歳で一定以上の障害がある者

事業の内容
（Ｈ１４）

老人医療受給者に対して、老人医療給付費（医科・歯科・薬剤・食事療養費・現金支給
分等）を支出する。

津久井町 相模湖町

1,282人　 1,437人　

地
域
医
療
課

医療給付費

事業概要
 老後における適切な医療の確保を図るため、自助と連帯の精神に基づき、老人医療に要する費用について、
本人の自己負担分のほか、国民が公平に負担する制度（保険者・国・県・市がそれぞれの負担分を、特別会計
において医療給付費として支出するもの。）

事業比較

区　　分 相模原市 城山町

検討を要す
る事項等

・県補助金の補助率の調整。
・対象年齢の相違。
・事務処理方法、システム開発の調整。

地
域
医
療
課

小児医療費助
成事業

事業概要
　乳幼児（0～4歳）及び小児（5～15歳）の健全な育成と保護者の経済的な負担の軽減を図るため、医療費の
一部を助成し、福祉の増進に寄与する。

事業比較

０歳：なし
１～２歳：あり

０歳：なし
１～３歳：あり

小児入院　

所得
制限

乳幼児
０歳：なし
１～４歳：あり

０歳：なし
１～２歳：あり

 あり（児童手当の特例給付に準拠）

０歳：なし
１～２歳：あり

町内在住で①乳
幼児（0～２歳）
の入院・通院、
②小児（３～15
歳）の入院に係
る医療費の医療
保険各法の一部
負担金を助成

町内在住で①乳
幼児（0～3歳）
の入院・通院、
②小児（4～15
歳）の入院に係
る医療費の医療
保険各法の一部
負担金を助成

区　　分 相模原市 城山町

内　　容

市内在住で①乳
幼児（0～4歳）
の入院・通院、
②小児（5～15
歳）の入院に係
る医療費の医療
保険各法の一部
負担金を助成

町内在住で①乳
幼児（0～2歳）
の入院・通院、
②小児（3～15
歳）の入院に係
る医療費の医療
保険各法の一部
負担金を助成

町内在住で①乳
幼児（0～2歳）
の入院・通院、
②小児（3～15
歳）の入院に係
る医療費の医療
保険各法の一部
負担金を助成

津久井町 相模湖町 藤野町
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課名 事務事業名 内　　　　　容

藤 野 町

20,000
5,000・7,000

(単位：円）
20,000

5,000～15,000

相 模 湖 町

検討を要す
る事項等

・派遣回数の相違、他制度の利用の調整。
・各地域に応じた委託方法の調整。
・利用者負担金徴収方法の調整。

週2回 週2回
（1回2時間以内） （1回2時間以内） より勘案 （1回2時間程度） （1回2時間程度）

ヘルパーの派遣回数
週1回 週1回 本人の状況等に

社会福祉協議会
民間事業者

介護保険指定事業者 町生きがい事業団
実施委託機関等 社会福祉協議会

社会福祉協議会
社会福祉協議会

ある65歳以上の方 ある65歳以上の方 ある65歳以上の方 ある65歳以上の方

津 久 井 町 相 模 湖 町 藤 野 町

対 象 者
日常生活に支障の 日常生活に支障の 日常生活に支障の 日常生活に支障の 日常生活に支障の

ある60歳以上の方

検討を要す
る事項等

・支給対象者、支給金額の相違。

高
齢
者
福
祉
課

家事援助事業

事業概要
　家事等の日常生活の世話を行うことにより、高齢者が健全で安らかな生活を営むことが出来るよう援助する
ことを目的とする。

事業比較

区 分 相 模 原 市 城 山 町

座 布 団ｶﾀﾛｸﾞｷﾞﾌﾄ・本人希望の品
－

88歳88・90・99・100歳

城 山 町

祝 い 品 市長直筆色紙 10,000～25,000円相当

津 久 井 町
90歳以上・100歳支 給 対 象 90歳

敬老祝い品比較
区 分 相 模 原 市

80歳以上
99・100歳以上 100歳以上

77 ・ 88 ・ 9977・80・88・90・95

支給額（年額） 5,000～30,000

津 久 井 町相 模 原 市

支 給 対 象
77 ・ 88 ・ 99

－

15,000～25,000
－

100歳以上支給額（年額） 50,000 30,000

高
齢
者
福
祉
課

敬老祝金等支
給事業

事業概要
 高齢者に祝金や祝い品を贈り、長寿を祝うとともに多年にわたり社会に寄与されたことに感謝しその労をね
ぎらう。

事業比較

敬老祝金比較表 (単位：円）

100歳以上

藤 野 町区 分 相 模 湖 町城 山 町
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課名 事務事業名 内　　　　　容

検討を要す
る事項等

・利用対象理由の相違。

藤野町
緊急一時入所単価 7,832円 6,637円 13,140円 － 6,800円

高
齢
者
福
祉
課

緊急一時入所
事業

事業概要
　世帯内の介護者が緊急的かつ社会的理由及び介護疲れにより高齢者が一時的に在宅生活が困難になったと
き、特別養護老人ホーム等へ一時的に入所する。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町

検討を要す
る事項等

・平成１２年度から５年間の経過措置事業であるため、廃止後の事業のあり方、サービス対象者の調整。

施 設 数 15

実 施 回 数 週１回
利 用 者 負 担 介護保険と同様

市内ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ
津久井町 相模湖町

該当なし

高
齢
者
福
祉
課

デイサービス
経過措置事業

事業概要
  従前からデイサービスを利用していて、介護保険法の規定によりデイサービスの対象外となった高齢者に対
し、引き続き同様のサービスを提供し、高齢者の介護予防を図る。（平成１６年度まで実施）

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 藤野町
実施委託期間等

あり あり

検討を要す
る事項等

・対象者、実施回数等の実施方法の相違。

利用者負担金 あり あり あり

趣味・送迎 昼食・生活指導・送迎 軽体操
実 施 回 数 週１回 週2回 週1回 週3回 週１回

社会福祉協議会 社会福祉協議会

実 施 内 容
趣味・レクリエーション 趣味・レクリエーション 機能維持訓練・健康チェック バイタルチェック・日常動作訓練 レクリエーション
昼食・入浴・送迎 軽体操・歓談・調理

実施委託機関等 市内デイサービスセンター 社会福祉協議会 特別養護老人ホーム

津 久 井 町 相 模 湖 町 藤 野 町

対 象 者 60歳以上の方 65歳以上の方 65歳以上の方 65歳以上の方
60歳以上の方のひと
り暮らしの方など高

齢
者
福
祉
課

生きがいﾃﾞｲ
サービス事業

事業概要
　一人暮らしや日中独居等で家に閉じこもりがちな高齢者を対象に、生きがい活動等のサービス活動により、
社会的孤立の解消や介護予防を図る。（介護保険の要支援・要介護認定者は除く。）

事業比較

区 分 相 模 原 市 城 山 町
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課名 事務事業名 内　　　　　容

基準日現在、要
介護４または５
と認定されてい
る６５歳以上の
高齢者を、過去
１年間介護保険
サービス（年間
７日間までの
ショートステイ
の利用を除く）
を受けずに、常
時家庭で介護し
ている市内在住
の方。（１年以
上市内に居住す
る高齢者及び介
護者に限る）

基準日現在、要
介護４または５
と認定されてい
る６５歳以上の
高齢者を、過去
１年間介護保険
サービス（年間
７日間までの
ショートステイ
の利用を除く）
を受けずに、常
時家庭で介護し
ている町内在住
の方。（１年以
上町内に居住す
る高齢者及び介
護者に限る）

検討を要す
る事項等

・慰労金、介護手当等制度に関する調整。

対　　　象

基準日現在、要介
護４または５と認
定された（または
それに相当すると
判断された）６５
歳以上の高齢者
を、過去１年間介
護保険サービス
（年間７日間まで
のショートステイ
の利用を除く）を
受けずに、常時家
庭で介護している
市内在住の方。
（１年以上市内に
居住する高齢者及
び介護者に限る）

要介護状態区分
４または５の範
囲の者並びにそ
れらに相当する
状態と認める者
で住民税が非課
税世帯に属し介
護保険法に基づ
く介護保険サー
ビスが未利用
（ただし１週間
程度の短期入所
サービスの利用
を除く）の方。

なし
金 額 100,000円 60,000円 100,000円 100,000円 100,000円

非課税世帯 その他世帯 非課税世帯

津久井町 相模湖町 藤野町
1月1日基 準 日 4月１日、6月１日、8月１日、11月１日 8月1日 10月1日

－

所 得 要 件 非課税世帯

高
齢
者
福
祉
課

家族介護慰労
金支給事業

事業概要   介護保険サービスを利用せずに高齢者を在宅で介護している方に、年１回慰労金を支給する。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町
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課名 事務事業名 内　　　　　容

高齢者大学運営費の比較

　

該当なし

【生きがい大学】
○３学部（教養・園
芸・保健体育）

135人（参加者数）

高
齢
者
福
祉
課

高齢者大学運
営費

事業概要
　高齢者の方々が､心身ともに健康で生きがいと喜びに満ちた生活を送るため、学習活動を通じて仲間づくり
と知識・技能の習得を図り、活力ある社会の発展に寄与する。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

学部・学科等

【あじさい大学】
○4学部（芸術・文学・
健康・園芸）
○28学科（書道1･2･3
／美術1･2･3･4／歴史
1･2･3･4／健康1･2・3
／調理1・2　／文学1･
2･3／園芸1･2／刻字／
版画／陶芸1・2／民謡
／文芸／詩吟）

【しろやま町民大
学】
○シニア講座

該当なし

定　　員 888人 40人

内　　容

○授業形態週１回・
１回２時間
○各学科年間で平均
24回前後の授業、作
品展の開催、公開講
座の実施､OB活動の
支援

３B体操、ビーズ手
芸、移動教室等（平
成15年度）

○趣味の教室
・12教室（民謡・書
道・俳句・文化刺繍・
陶芸・福前体操・将
棋・カラオケ・水彩
画・ヨーガ・ダンベル
体操）
○ふれあいスポーツ大
会
・水運び競争、猫かぶ
り競争、仲良しリ
レー、みんなで踊ろ
う、じゃんけんリ
レー、スプーンリ
レー、ナイスゲート
ボール、鈴割り、輪投
げゲーム、グラウンド
ゴルフで遊ぼう、
危険な関係、ビン釣り
競争、玉入れ競争

講演会、映画鑑賞、
視察研修、消費生
活、国際交流、グラ
ウンドゴルフ、マ
リーゴールドの育成

会　　場

あじさい会館､けや
き会館､ソレイユさ
がみ､青少年学習セ
ンター､若竹園､れん
げの里､ウエルネス
さがみはら

城山町立公民館ほか 老人福祉センター、相
模湖交流センター、林
間総合公園、さがみ湖
リフレッシュセン
ター、帝京大学薬学部

その他 該当なし 該当なし

検討を要す
る事項等

・実施内容の相違。
・開催会場の設定及びアクセス方法の調整。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

敬老会開催費の比較

給食サービス事業の比較

該当なし

津久井町 相模湖町 藤野町

○単位老人クラブの
協力を得たり、町広
報に開催の記事を掲
載し、参加者を把握
し、送迎バスを配車
する。
○会場にて式典、演
芸等を行う。
 （社会福祉協議会
の社会福祉大会と合
同開催）

城山町

９月１５日以前の１
日に実施

高
齢
者
福
祉
課

敬老会開催費

事業概要
　対象の高齢者を送迎バスで招待し、長寿を祝うとともに多年にわたり社会に寄与されたことに感謝し、その
労をねぎらう。

事業比較

区　　分 相模原市

実施方法

○民生委員の協力を
得て、参加者を把握
し、送迎バスを配車
する。
○会場にて式典、演
芸等を行う。

○民生委員に会場準
備や案内、文化協会
に演芸の協力を得
る。
○会場にて式典、演
芸等を行う。

該当なし

参加者数（15年度） 4,116人 約230人

実施回数

９月１５日を中心に
３日間５回実施

９月の第３土曜日
（老人福祉週間期間
内）に実施。

440人

検討を要す
る事項等

・対象年齢の相違。
・送迎方法の調整。

高
齢
者
福
祉
課

　給食サービ
ス事業

事業概要
　在宅のひとり暮らし高齢者等に対して、健康管理、孤独感の解消、安否確認等のため給食サービスを実施す
る。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 藤野町

運営形態 社会福祉協議会へ委託 社会福祉協議会へ委託 民間事業者へ委託 社会福祉協議会へ委託 社会福祉協議会へ委託

在宅のひとり暮らし
高齢者等

津久井町 相模湖町

在宅のひとり暮らし
高齢者等

　食事作りの困難な
ひとり暮らし高齢
者、高齢者夫婦世
帯、障害者等

実績（14年度）

○実利用者数：1,150人
○延配食数：210,908
食

○実利用者数：833人
○延配食数：5,116食

○実利用者数：96人
○延配食数：13,564食

○実利用者数：23人
○延配食数：2,362食

○実利用者数：40人
○延配食数：4,000食

対象者

在宅のひとり暮らし
高齢者等

町内に居住し自分で食
事の支度をすることが
困難であり、かつ家族
からの食事の提供が受
けられない者
・概ね６５歳以上のひ
とり暮らし高齢者及び
高齢者夫婦等
・身体障害者福祉法に
規定する身体障害者手
帳１級または２級であ
る者

検討を要す
る事項等

・事業内容の一部相違。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

ねたきり高齢者等移送サービス利用助成事業の比較　　

高
齢
者
福
祉
課

ねたきり高齢
者等移送サー
ビス利用助成
事業

事業概要
　ねたきり高齢者等が通院等の目的で外出しようとする時、居室から移送車両までの介助及びストレッチャ－
対応の車両により目的地までの移送、目的地での引継ぎのサービスの提供に対して助成する。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 藤野町

運営形態 民間タクシー会社へ委託
（要ストレッチャー設備）

社会福祉協議会へ委託 社会福祉協議会へ委託 社会福祉協議会へ委託 社会福祉協議会へ委託

身体上の障害等によ
り日常生活を営む上
で支障のある在宅の
高齢者及び身体障害
者で交通機関を利用
することが困難であ
り、社会生活に不便
をきたしている者

津久井町 相模湖町

６５歳以上の高齢者
で一般の交通機関を
利用することが困難
な者及び６０歳以上
の高齢者で下肢が不
自由な者のうち、最
寄のバス停まで自力
で歩けない者

○65歳以上の高齢者
で、身体的に一般の
交通機関の利用が困
難に者
○概ね60歳以上で、
歩行及び単独での外
出が困難な者
○障害のため、歩行
及び単独での外出が
困難な者

助成内容・利用料

【介助員がついた場
合】
○利用者負担
・市民税非課税世
帯：900円
・その他世帯4,000
円
○助成額
・市民税非課税世
帯：
8,100円
・その他世帯：
5,000円
【介助員がつかない
場合】
○利用者負担
・市民税非課税世
帯：600円
・その他世帯1,000
円
○助成額
・市民税非課税世
帯：
5,400円
・その他世帯：
5,000円

○町内：200円
○町内5㌔未満：250
円
○町外5～10㌔未
満：300円
○町外10～15㌔未
満：400円
○町外15～20㌔未
満：500円
○町外20～25㌔未
満：600円
○その他：700円

50円／㎞ （生活保
護世帯は免除）

○町内：一律300円
○町外：70円／㎞
ただし、走行距離が
50kmを超えた分は、
50円／㎞とする。
※100円未満は切り
上げ。10円未満は切
り捨て

○町内：600円
○相模湖町・上野原
町：1,000円
○城山町・津久井
町：1,200円
○相模原市・八王子
市：1,800円＋待機
時間
※運転者の待機時間
が1時間を超えた場
合、30分につき200
円を加算

対象者

ねたきり高齢者等 ○移送することが困
難な高齢者：概ね６
０歳以上の者であっ
て床についている状
態がおおむね３ヶ月
以上継続している者
○身体障害者福祉法
に規定する身体障害
者手帳１級または２
級である者

検討を要す
る事項等

・タクシーによる移送サービスの調整。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

寝具消毒乾燥事業の比較　

　 　

　ねたきり高齢者出張理美容サービス助成事業の比較

　 　

高
齢
者
福
祉
課

寝具消毒乾燥
事業

事業概要
　在宅の要援護高齢者、ひとり暮らし高齢者及び障害者に対し、寝具の水洗い及び消毒乾燥等のサービスを提
供することにより、日常生活における衛生管理の向上と生活の自立支援に資することを目的とする。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

対象者

○概ね65歳以上の寝
たきり、痴呆、ひと
り暮らし又は高齢者
のみの世帯
○重度障害者世帯

　概ね65歳以上のね
たきり、痴呆、ひと
り暮らし高齢者

該当なし
実施方法 業者により実施 業者により実施

実施回数

年６回（乾燥消毒３
回、丸洗い乾燥消毒
３回）

乾燥消毒年１回

検討を要す
る事項等

・地域が広範囲になるため、委託事業者の増、実施月等の調整。

該当なし 該当なし

高
齢
者
福
祉
課

ねたきり高齢
者出張理美容
サービス助成
事業

事業概要 　ねたきりで理美容店に行けない６５歳以上の高齢者に家庭での理髪・美容を行い在宅福祉の向上を図る。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

事業内容

　ねたきりで、理髪
店又は美容院に行く
ことが困難な高齢者
に、理容師・美容師
の出張料金（3,000
円）の助成券を年間
6枚交付する。

該当なし 該当なし 該当なし

　居宅において理美
容サービスを提供す
る理美容組合に対
し、訪問理美容を行
うための交通費、消
耗品等の補助（補助
額1,000円・1人年3
回）　を行う。

検討を要す
る事項等

・事業内容、助成額の相違。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

徘徊高齢者家族支援サービス助成事業の比較

高
齢
者
福
祉
課

徘徊高齢者家
族支援サービ
ス助成事業

事業概要
  徘徊高齢者の家族に対して、徘徊により居場所が不明になった高齢者の居場所が特定できる検索システムを
提供する。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

事業名
徘徊高齢者等検索サービ
ス事業

該当なし

徘徊高齢者位置探索シス
テム事業

該当なし 該当なし

事業内容

痴呆性高齢者に小型の端
末機を携帯してもらい、
万一、徘徊によりその居
場所がわからなくなった
際に、家族等がオペレー
ション・センターへ問い
合わせることで、検索シ
ステムを使って居場所を
特定し、家族等に知らせ
るもの

痴呆性高齢者に小型の端
末機を携帯してもらい、
万一、徘徊によりその居
場所がわからなくなった
際に、家族等がオペレー
ション・センターへ問い
合わせることで、検索シ
ステムを使って居場所を
特定し、家族等に知らせ
るもの

利用者負担

月額機器レンタル料等
（税込）
○生活保護世帯：免除
○市民税非課税世帯：
420円
○その他世帯：1,155円

なし

事業名
徘徊高齢者ＳＯＳネット
ワークシステム運営事業 つくい・はいかい高齢者ＳＯＳネットワークシステム事業

事業内容

○徘徊高齢者等のための
ネットワーク連絡協議会
（平成13年10月発足）
○事前登録制度
　 徘徊等が見られる方
の情報を事前登録してい
ただき、行方がわからな
くなった場合に、情報を
関係機関に提供し、迅速
に捜索をできるようにす
るもの
○一時保護事業
 　緊急一時入所事業及
び在宅障害者一時利用事
業の活用により、徘徊な
どにより一時保護した高
齢者等を特別養護老人
ホーム等や障害者施設に
一時入所させ、生命と安
全を図る

○徘徊高齢者等のためのネットワーク連絡協議会（平成13年10月発足）
○事前登録制度
　 徘徊等が見られる方の情報を事前登録していただき、行方がわからなくなった場合に、情報を関
係機関に提供し、迅速に捜索をできるようにするもの
○一時保護事業
　 津久井警察署が保護した徘徊高齢者については、「神奈川県痴呆性徘徊高齢者保護に係る取扱方
針」により老人保健施設、特別養護老人ホームにおいて一時保護する。

検討を要す
る事項等

・徘徊高齢者等検索サービス事業について実施及び利用料金の相違。
・徘徊高齢者ＳＯＳネットワークシステム運営事業の調整。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

生活援助員派遣事業の比較

高
齢
者
福
祉
課

生活援助員派
遣事業

事業概要
　高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）又は高齢者世帯向け借上型市営住宅（あじさい住宅）等に居住す
る高齢者等に対し、自立して安全かつ快適な生活を営むことができるよう、生活援助員を派遣する。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

対象者

シルバーハウジング
及びあじさい住宅に
居住する高齢者及び
障害者並びに同居の
家族

派遣時間

月～金の午前９時か
ら午後３時（祝・祭
日除く）

検討を要す
る事項等

・派遣対象の把握等の調整。

該当なし

対象戸数 市内16ヶ所　408戸

実施方法

市内で通所介護等を
実施する社会福祉法
人に援助員派遣を委
託。委託先１４法
人。１日当たりの派
遣人数２０人。（１
９．５人※１ヵ所半
日派遣あり）
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課名 事務事業名 内　　　　　容

在宅介護支援センター運営事業の比較　

　

　 　

高
齢
者
福
祉
課

在宅介護支援
センター運営
事業

事業概要

　在宅の要援護高齢者若しくは要援護となるおそれのある高齢者又はその家族に対し、在宅介護等に関する総合的
な相談に応じ、介護等に関するニーズに対応した各種の保健、福祉サービスが総合的に受けられるように市町村等
関係行政機関、サービス実施機関等との連絡調整等の便宜に供与し、もって、地域の要援護高齢者及び要援護とな
るおそれのある高齢者並びにその家族等の福祉の向上を図る。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

主な業務内容

○サービス基本台帳
の整備
○高齢者の介護相
談・介護予防
○総合相談、高齢者
の実態把握及び介護
ニーズ等の評価
○生活支援サービス
等の利用調整（申請
代行）
○福祉用具の展示、
紹介
○家族介護者教室の
実施
○地域住民グループ
活動の育成支援
○介護サービス適正
実施指導
○介護サービス情報
提供（サービスマッ
プ作成）
○介護予防プラン作
成

○サービス基本台帳
の整備
○高齢者の介護相
談・介護予防
○総合相談、高齢者
の実態把握及び介護
ニーズ等の評価
○生活支援サービス
等の利用調整（申請
代行）
○福祉用具の展示、
紹介
○地域住民グループ
活動の育成支援

○サービス基本台帳
の整備
○高齢者の介護相
談・介護予防
○総合相談、高齢者
の実態把握
○生活支援サービス
等の利用調整（申請
代行）
○福祉用具の展示、
紹介
○家族介護者教室の
実施
○介護サービス情報
提供（サービスマッ
プ作成）
○介護予防プラン作
成

○サービス基本台帳
の整備
○高齢者の介護相
談・介護予防
○総合相談、高齢者
の実態把握及び介護
ニーズ等の評価
○生活支援サービス
等の利用調整（申請
代行）
○福祉用具の展示、
紹介

○サービス基本台帳
の整備
○高齢者の介護相
談・介護予防
○総合相談、高齢者
の実態把握及び介護
ニーズ等の評価
○生活支援サービス
等の利用調整（申請
代行）
○福祉用具の展示、
紹介
○家族介護者教室の
実施
○地域住民グループ
活動の育成支援
○介護サービス適正
実施指導
○介護サービス情報
提供（サービスマッ
プ作成）
○介護予防プラン作
成

検討を要す
る事項等

・基幹型在宅介護支援センターの運営方法の相違。

高
齢
者
福
祉
課

はり、きゅ
う、マッサー
ジ施術料助成
事業

事業概要
　高齢者（７０歳以上の低所得者等）又は原子爆弾被爆者に対し、はり、きゅう、マッサージの施術助成券を
交付し、健康の保持を図る。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

【14年度実績】

該当なし交付人数 2,333人

延べ利用回数 16,236回

検討を要す
る事項等

・４町未実施による事業内容の調整。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

家事援助事業収入　

　

　　
高齢者保健福祉計画推進事業の比較　　

　 　

城山町

○派遣1時間当たり
150円。

相模湖町 藤野町

利用者負担

○派遣1時間当たり
210円（生活保護受
給者は無料。当該年
度分の市民税非課税
世帯は、派遣１時間
当たり60円。）

【軽度生活援助事業
利用者負担金】
派遣1時間当たり150
円（生活保護受給者
は無料）

【生活支援型ホーム
ヘルパー利用者負担
金】
30分当たり80円。

高
齢
者
福
祉
課

家事援助事業
収入

事業概要 　高齢者家事援助事業の利用者負担金。

事業比較

区　　分 相模原市

検討を要す
る事項等

・利用者負担額の相違。

津久井町

該当なし

高
齢
者
福
祉
課

高齢者保健福
祉計画推進事
業

事業概要 　高齢者保健福祉計画の進行管理及び次期計画の策定を行う。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

事業内容

高齢者保健福祉計画
の進行管理及び次期
計画の策定（3年ご
とに行われる計画の
見直し）を適切かつ
円滑に行うため、進
行管理組織（高齢者
保健福祉推進会議）
を設置するととも
に、市民シンポジウ
ムを実施する。今年
度は、高齢者保健福
祉推進会議委員の改
選を行う。

該当なし 該当なし

「高齢者保健福祉計
画」、「障害者福祉
計画」、「健康さが
みこ２１」、「子育
て支援計画」の策定
を平成14・15年度の
2ヵ年で行う。
○策定体制
・保健福祉サービス
委員会
・保健福祉合同部会
・ワーキンググルー
プ（ＷＧ）
　

社会福祉法の改正等
を踏まえ、住民参加
による地域福祉計画
の策定を平成15年3
月末を以て完成、今
年度については管理
運営を推進してい
く。
○計画策定体制等
・藤野町保健福祉推
進委員会
・障害者保健福祉計
画策定部会
・幼児期から青年期
の保健福祉計画策定
部会
・高齢者保健福祉計
画、介護保険事業計
画策定部会

検討を要す
る

事項等

・計画全体を見直し、基本理念・基本目標や高齢者保健福祉施策の調整。
・高齢者保健福祉推進会議の再構築の調整。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

　　
シルバー人材センター育成費の比較　

　 　

津久井町 相模湖町

高
齢
者
福
祉
課

シルバー人材
センター育成
費

事業概要
　高齢者の知識・経験・技能を活かせる仕事を一般家庭、民間企業、公共機関等から受注して、高齢者の生き
がいと自立を高めため、補助金を支給する。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 藤野町

事業内容

○高年齢者の就業に
関する調査及び研究
並びに情報の収集及
び提供。
○高年齢者の就業に
関する相談。
○臨時的かつ短期的
な就業又はその他の
軽易な業務に関わる
就業を希望する高年
齢者のための当該事
業の確保及び提供。
○臨時的かつ短期的
な雇用による就業を
希望する高年齢者の
ための無料職業紹
介。
○高年齢者に対する
臨時的かつ短期的な
就業に必要な知識及
び技能の付与を目的
とした講習等。
○その他、センター
の目的を達成するた
めに必要な事業。

○高年齢者の就業に
関する調査及び研究
並びに情報の収集及
び提供。
○臨時的かつ短期的
な就業又はその他の
軽易な業務に関わる
就業を希望する高年
齢者のための当該事
業の確保及び提供。
○高年齢者に対する
臨時的かつ短期的な
就業に必要な知識及
び技能の付与を目的
とした講習等。
○その他、センター
の目的を達成するた
めに必要な事業。

○高年齢者の就業に
関する調査及び研究
並びに情報の収集及
び提供。
○高年齢者の就業に
関する相談。
○臨時的かつ短期的
な就業又はその他の
軽易な業務に関わる
就業を希望する高年
齢者のための当該事
業の確保及び提供。

○高年齢者の就業に
関する情報の収集及
び提供。
○臨時的かつ短期的
な就業又はその他の
軽易な業務に関わる
就業を希望する高年
齢者のための当該事
業の確保及び提供。

該当なし

検討を要す
る

事項等
・事業内容の相違。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

　　
老人クラブ連合会補助金の比較　

　 　

　　
緊急通報システム運営事業の比較　　

　 　

津久井町 相模湖町

○町老人クラブ連合
会運営費
○単位老人クラブ運
営費

高
齢
者
福
祉
課

老人クラブ連
合会補助金

事業概要
　高齢者の生きがいと仲間づくりを目的に結成された老人クラブに対し、活動の一層の充実を図るため運営費
の助成を行う。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 藤野町

老人クラブ
1連合会、19地区連
合会、234単位クラ
ブ

1連合会、12単位ク
ラブ

1連合会、34単位ク
ラブ

1連合会、15単位ク
ラブ

1連合会、12単位ク
ラブ

○町老人クラブ連合
会運営費
○単位老人クラブ運
営費

検討を要す
る

事項等
・補助金項目、助成金額の相違。

運営費の内容

○市老人クラブ連合
会運営費
○地区老人クラブ連
合会運営費
○単位老人クラブ運
営費
○市老人クラブ連合
会特別事業費
○単位老人クラブ社
会活動費
○スポーツ大会費
○地域環境美化推進
費
○友愛チーム活動費

○町老人クラブ連合
会運営費
○単位老人クラブ運
営費

○町老人クラブ連合
会運営費
○単位老人クラブ運
営費
○生きがい活動部

高
齢
者
福
祉
課

緊急通報シス
テム運営事業
の比較

事業概要
　高齢者の病気や事故等の緊急時に迅速に対応するため、高齢者のお宅に緊急通報装置を設置し、消防署の受
信システムに登録する。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

実利用者数
【15年8月末現在】

○緊急通報：1,009
人
○電話訪問：151人
○電話貸与：137人
○あじさい住宅：
304世帯

○緊急通報：32人 ○緊急通報：35人
○福祉電話：5人
（15年9月末現在）

○緊急通報：48人 ○緊急通報：52人

検討を要す
る

事項等
・事業の実施内容の相違。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

　
日常生活用具給付事業の比較　

　 　 　

　 　

　　
老人ホーム入所措置費の比較

　 　

津久井町

高
齢
者
福
祉
課

日常生活用具
給付事業

事業概要
　在宅において虚弱、傷病、加齢に従う身体的衰えなどにより日常生活を営むのに支障がある、おおむね６５
歳以上の高齢者を対象に、介護予防などを目的とした歩行支援用具及び入浴補助用具を給付することにより、
自立した生活が営めるよう支援することを目的とする。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 相模湖町 藤野町

【15年度の事業内容】

該当なし 該当なし

対象者

市内に居住する65歳
以上の高齢者で、日
常生活に支障をきた
している者。

町内に居住する65歳
以上の高齢者で、日
常生活に支障をきた
している者。

町内に居住する在宅
ひとり暮らし高齢者
等。

利用者負担

1割。（給付限度額
を超えた分は全額自
己負担）

一部負担あり。（給
付限度額を超えた分
は全額自己負担）

所得税額により負
担。

全3品目

実施回数

申請に応じて随時給
付。（同品目につい
ては、数年間の耐用
年数を見る）

申請に応じて随時給
付。

物品の耐用年数に応
じる

城山町

給付品目 全6品目 全1品目

措置者数：0人

検討を要す
る

事項等
・給付品目、利用者負担等の相違。

高
齢
者
福
祉
課

老人ホーム入
所措置費

事業概要 　家庭での養護が困難な65歳以上の高齢者を、養護老人ホームに入所措置し養護する。

事業比較

区　　分 相模原市

検討を要す
る

事項等
・特になし。

津久井町 相模湖町 藤野町

15年8月末現在

○措置者数：71人
○入所施設：市内1
施設、市外7施設

措置者数：0人 ○措置者数：4人
○入所施設：町外2
施設

○措置者数：2人
○入所施設：町外1
施設
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課名 事務事業名 内　　　　　容

納付義務者

保険料額（年額） （単位：円）

○各段階の対象者
第1段階…生活保護受給者・老齢福祉年金受給者市民税（住民税）非課税世帯
第2段階…世帯全員が市民税（住民税）非課税
第3段階…本人が市民税（住民税）非課税
第4段階…本人が市民税（住民税）課税で合計所得金額が200万円未満
第5段階…市：本人が市民税課税で合計所得金額が1,000万円未満
 　　　　４町：本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上
第6段階…本人が市民税課税で合計所得金額が1,000万円以上
※（　　）内は4町

納期（普通徴収）

保険料減免（生活困窮）

検討を要す
る事項等

・保険料、納期などの相違。

介
護
保
険
課

介護保険料
(現年度分)

事業概要   介護保険事業に要する費用のうち、第1号被保険者分を能力に応じて負担する。

事業比較

第1・第2段階で収
入が生活保護基準
以下で、預貯金が
30万円以下の者…
第1段階の2分の1に
減額

災害等特別な事情
が生じた場合に適
用

区　　分 相模原市

保険料減免

第1・第2段階で収
入が生活保護基準
以下で、預貯金が
100万円以下の者…
第1段階の保険料の
2分の1に減額

第1・第2段階で収
入が生活保護基準
以下で、預貯金が
100万円以下の者…
第1段階保険料の2
分の1に減額

災害等特別な事情
が生じた場合に適
用

城山町 津久井町

相模湖町 藤野町
9期 6期

相模湖町 藤野町

納期 10期 8期 8期
区　　分 相模原市 城山町 津久井町

- - - -
48,600 1.50 48,600

第6段階 2.00 73,800 - - - -
53,640 1.50 48,600 1.50第5段階 1.50 55,400 1.50

1.25 40,500 1.25 40,500
32,400 1.00 32,400

第4段階 1.25 46,100 1.25 44,700 1.25 40,500
35,760 1.00 32,400 1.00第3段階 1.00 36,900 1.00

0.75 24,300 0.75 24,300
16,200 0.50 16,200

第2段階 0.72 26,600 0.75 26,820 0.75 24,300

割合 保険料
第1段階 0.47 17,300 0.50 17,880 0.50 16,200 0.50

相模湖町 藤野町
割合 保険料 割合 保険料 割合 保険料 割合 保険料

区　　分
相模原市 城山町 津久井町

①町内に居住する
65歳以上の者（第
1号被保険者）
②①が属する世帯
の世帯主及び①の
配偶者

①町内に居住する
65歳以上の者（第
1号被保険者）
②①が属する世帯
の世帯主及び①の
配偶者

区　　分 相模原市 城山町

納付義務者

①市内に居住する
65歳以上の者（第
1号被保険者）
②①が属する世帯
の世帯主及び①の
配偶者

①町内に居住する
65歳以上の者（第
1号被保険者）
②①が属する世帯
の世帯主及び①の
配偶者

①町内に居住する
65歳以上の者（第
1号被保険者）
②①が属する世帯
の世帯主及び①の
配偶者

津久井町 相模湖町 藤野町
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課名 事務事業名 内　　　　　容

　 　
民間児童クラブ運営費補助金　

　

藤野町城山町 津久井町 相模湖町

　
子
育
て
支
援
課

民間児童クラ
ブ運営費補助
金

事業概要
　民間で児童クラブを設置し運営している団体に対し、その経費の一部を補助することにより、地域における
放課後児童の健全育成を図る。

事業比較

区　　分 相模原市

平成１５年度の事業
内容

該当なし

検討を要す
る事項等

・各町の実情を踏まえた公立と民間児童クラブの役割分担の調整。
・民間児童クラブに対する各町の需要の把握調整。

申請に基づき、9
クラブ（児童数
303名）に対し、
29,833千円の運営
補助金の交付を行
い、この内1クラ
ブに対し、施設借
換え時の支度金と
して160,000円の
補助金を別途交付
した。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

　 　
児童クラブ管理運営費の比較　

　

　 　

小学校数 55校

津久井町 相模湖町

授業終了時～18：00

1年生～3年生 1年生～3年生 1年生～6年生 1年生～6年生 1年生～6年生

授業終了時～17：00
（ただし18:00まで
の延長保育あり）

授業終了時～18：00 授業終了時～18：00

8：30～17：00
（ただし学校休業日
は18:00までの延長

保育あり）

8：30～16：30
第2、3、4土

8：30～13：00
8：30～18：00

町
（おやつ代はクラブ

が管理）

保護者会（運営委員
会）

保護者会（運営委員
会）

藤野町

3校
7校（今後、統廃合
により最終3校）

4校 7校

　
子
育
て
支
援
課

児童クラブ管
理運営費（放
課後児童健全
育成事業）

事業概要
　保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校低学年児童に対し、授業終了後に児童クラブを利用して適切
な遊びや生活の場を提供し、その健全な育成を図る。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町

1クラブ 3クラブ 1クラブ 1クラブ

運営形態
○公立公営：32
○公立民営：14

公立公営 公立民営 公立民営 公立民営

児童クラブ数 46クラブ

対象学年

開設
時間

平日 授業終了時～18：00

土曜・学校休業 8：30～18：00 8：30～17：00

育成
料等

金額

○月額4,700円
○おやつ代：2,000
円
○保険料：850円

○月額4,300円
○おやつ代：1,500
円

○月額8,000円（お
やつ代含む。）

○月額8,500円（～
17：00）、月額
10,000円（～18：
00）
○入所金10,000円
○おやつ代：1,500
円
○保険料10,000円

○月額10,000円（お
やつ代、教材費含
む。）

育成料徴収 市
保護者会（運営委員

会）

検討を要す
る事項等

・育成料の統一、運営形態の調整。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

こどもセンター運営費の比較　　

　

津久井町

遊戯室、会議室、乳
幼児室、図書室、研
修室、相談室、児童
クラブ室、事務室、
工作室。

開館日等

○開館日：年末年始
（12月29日～1月3
日）を除く毎日。
○開館時間：午前9時
から午後5時まで。児
童クラブの開設は、
平日は授業終了時～
午後6時、
土曜日等は午前8時30
分～午後6時。

○開館日：年末年始
（12月29日～1月3
日）を除く毎日。
○開館時間：午前8時
30分から午後5時ま
で。児童クラブ開設
は、平日は授業終了
時から午後5時（ただ
し、午後6時までの延
長保育あり）。土曜
日は午前8時30分から
午後5時。学校休業日
は午前8時30分から午
後5時（ただし、午後
6時までの延長保育あ
り）。

遊戯室（プレイルー
ム）、集会室、幼児
室、図書室、団らん
室（高齢者利用
室）、児童クラブ
室、事務室等。
また、敷地状況によ
り遊び庭または小広
場を設置する。

　
子
育
て
支
援
課

こどもセン
ター運営費

事業概要 　こどもセンターの運営活動。

事業比較

区　　分 相模原市 城山町 相模湖町 藤野町

　機　　能

○児童館としての機
能（児童福祉法によ
る児童厚生施設）
○地域における健全
育成活動を高める機
能
○放課後児童健全育
成事業としての機能
（児童クラブ）
・入会児童数1,005人
（平成15年4月1日現
在）
・育成料月4,700円

○児童館としての機
能（児童福祉法によ
る）
○地域における健全
育成を高める機能
○放課後児童健全育
成事業としての機能
（児童クラブ）
・入会児童数60人
（平成15年9月1日現
在）
・育成料月4,300円

該当なし 該当なし 該当なし

施　　設

検討を要す
る事項等

・職員体制、運営形態の調整。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

(単位：月額）

6,700円

31,100円 35,600円３歳児

5,400円

４歳以上児 27,300円 35,600円

6,750円

25,900円

60,000円 60,000円 60,000円

28,800円 28,900円

30,800円 33,500円 33,500円

相模湖町 藤野町

26 7 7 7 7

津久井町相模原市 城山町

３歳未満児 61,200円 64,000円

保
育
課

保育料

事業概要
　保育所を運営する経費（児童に必要な保育経費、職員の人件費、施設の維持管理等）の一部を保護者が負担
する。

事業比較

区　　分

階層区分

最高額

最低額 ３歳児 2,300円 9,900円

11,700円３歳未満児 2,900円

4,800円 3,600円 4,500円

４歳以上児 2,300円 9,900円 4,800円 3,600円 4,500円

検討を要す
る事項等

・階層区分、徴収金額の相違。
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課名 事務事業名 内　　　　　容

身体障害児者デイサービス事業の比較
　 　 　 　　

障害児者ホームヘルプサービス事業の比較

１５年度
利用者数
見込み

身体・知的障
害者、障害児 309人 14人

精神障害者

0人 0人

0か所 0か所

１５年度利
用者数見込
み

151人 5人

指定事業者
数
(H15.10.1)

4か所 0か所 0か所

0人

検討を要する
事項等

・サービス提供基盤の相違。

障
害
福
祉
課

障害児者ホー
ムヘルプサー
ビス事業

事業概要
　日常生活を営むのに支障がある障害児者が、身体介護や家事援助等を行うホームヘルプサービスを利用する
場合に支援する。

事業比較

区　　　分 相模原市 城山町

身体・知的
障害者、障
害児

相模湖町社会福祉協
議会にヘルパ－委託

事業者と委託契約をして
ｻｰﾋﾞｽを提供をする方法だ
が、委託契約が成立して
いないため未実施

精神障害
者

市直営ヘルパーを派
遣

民間事業者へ委託 津久井町社会福祉協
議会へ委託

23人 5人

6人

2人 0人

19人 3人

1か所 2か所 1か所

7人

1か所 1か所

知的 23か所 1か所 1か所

1か所

1か所

検討を要す
る事項等

・サービス提供基盤の相違。
・精神障害者ホームヘルプサービス事業の実施形態（直営・委託）の相違。

指定事業者
数
(H15.10.1)

32か所 1か所

児童 17か所

1か所

身体

1か所

障
害
福
祉
課

身体障害児者
デイサービス
事業

事業概要
　在宅の身体障害児者に対して、身体機能の維持向上及び在宅生活継続に必要な援護を行い、地域で安定した
生活ができるよう支援する。

事業比較

区　分 相模原市 城山町

利用対象者に支給決定を行い、利用者と事業者の直接契約

相模湖町 藤野町

実施方法 利用希望者に支給決定を行い、利用者と事業者が直接契約

津久井町

津久井町 相模湖町 藤野町

実施方法
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課名 事務事業名 内　　　　　容

福祉タクシー利用料助成

障
害
福
祉
課

福祉タクシー
利用料助成

事業概要
　重度障害者等の積極的な社会参加及び生活圏の拡大を進める一助として福祉タクシー利用料助成を行い、
もって重度障害者等の福祉の増進を図る。

事業比較

区　　　分 相模原市 城山町 津久井町 相模湖町 藤野町

対　象

○身体障害者手帳２
級以上の者
○療育手帳Ａ１・Ａ
２の者
○知能指数３５以下
と判定された者
○精神障害者保健福
祉手帳１・２級の者
○特定疾患にり患し
ている者
○小児特定疾患にり
患している者

○身体障害者手帳３
級以上の者
○療育手帳Ａ１又は
Ａ２の者
○特定疾患にり患し
ている者
○リウマチ患者で身
体障害者手帳（６級
以上）を所持してい
る者
○精神保健福祉法第
３２条の医療の適用
を受けている者

該当なし 該当なし 該当なし

助成内容

<単価>＠５００円
<枚数>７２枚／年
（年度途中からは月
割枚数を助成）

<単価>＠６００円
<枚数>７２枚／年
（年度途中からは月
割枚数を助成。ただ
し、５月は年度当初
とみなす。）

その他 該当なし

【バス共通カード】
<単価>＠３０００円
<枚数>１２枚／年
（身体障害者手帳及び
療育手帳所持者は＠２
０００円の交付）
【ガソリン券】
<単価>＠６００円
<枚数>７２枚／年
（年度途中からは月割
枚数を助成。ただし、
５月は年度当初とみな
す。）

検討を要す
る事項等

・助成対象者、助成内容の相違。
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